
ジ
ャ
イ
ナ
論
理
学
書
の
う
ち
最
も
重
要
な
も
の
の
一
つ
で
あ
る

ヘ
ー
マ
チ
ャ
ソ
ド
ラ
ヘ
国
①
Ｂ
ｇ
ｐ
ｐ
骨
四
）
の
『
プ
ラ
マ
ー
ナ
・
ミ

ー
マ
ー
ン
サ
ー
令
国
昌
曽
胃
昌
昌
国
日
出
》
以
下
刃
ロ
・
）
』
に
お
い
て

胃
四
ご
餌
庸
四
（
現
量
、
直
接
智
）
を

「
現
量
と
は
、
直
接
的
で
明
瞭
な
る
〔
知
覚
〕
で
あ
る
（
ぐ
扉
昌
昏

己
Ｈ
ゆ
ず
目
印
丙
や
色
目
〕
）
ｏ
」
（
宅
昌
〕
・
の
。
］
ｅ

と
定
義
し
て
い
る
。
こ
の
定
義
は
、
ジ
ャ
イ
ナ
論
理
学
の
大
成
者

で
あ
る
ア
カ
ラ
ン
カ
（
吟
冒
］
沙
蔦
騨
）
の
諭
書
に
お
い
て
す
で
に
見
出

さ
れ
、「
現
量
と
は
、
直
接
的
で
明
瞭
な
る
知
覚
で
あ
る
（
頁
騨
ご
烏
駕
目

宮
口
丙
昏
昌
史
最
勝
登
と
の
画
曰
く
目
固
く
四
匿
胄
時
四

笹
間
的
直
接
聟

ｌ
厚
自
国
目
日
冒
働
目
３
を
中
心
に
し
て
ｌ

■

①

ぐ
泳
且
且
圏
匡
四
日
）
」
（
も
国
ｇ
ｇ
ｐ
困
日
四
四
日
四
Ｆ
と

と
定
義
さ
れ
て
い
る
。

続
い
て
、
直
接
的
で
明
瞭
な
る
性
質
（
く
巴
殴
身
騨
）
と
い
う
こ
と

を
、
へ
Ｉ
↓
、
チ
ャ
ン
ド
ラ
は
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。

「
直
接
的
で
明
瞭
な
る
性
質
と
は
、
他
の
認
識
手
段
に
よ
ら
ず
、

あ
る
い
は
、
『
こ
れ
』
と
い
う
よ
う
に
〔
内
容
を
〕
把
握
す
る

こ
と
で
あ
る
。
」
（
勺
日
．
唱
匡
）

「
他
の
認
識
手
段
に
よ
ら
ず
」
と
い
う
場
合
の
他
の
認
識
手
段

と
は
、
声
言
量
（
蟹
ｇ
四
）
と
か
比
量
（
営
巨
日
習
Ｐ
）
等
で
あ
り
、
そ
れ

ら
に
よ
ら
ず
直
接
的
で
あ
る
と
い
う
性
質
を
も
っ
た
も
の
で
あ
る
。

『
こ
れ
』
と
い
う
よ
う
に
〔
内
容
を
〕
把
握
す
る
」
と
は
、
あ

る
特
定
な
も
の
を
直
接
的
に
心
に
把
握
す
る
こ
と
を
意
味
し
て
い

長
崎
法
潤
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つ
（
ぜ
○

ア
カ
ラ
ン
カ
は
く
泳
邑
助
言
目
色
（
直
接
的
で
明
瞭
な
る
知
覚
）
を

②

菌
詐
ぐ
ぃ
言
習
罰
（
真
実
な
る
知
覚
）
と
言
い
か
え
て
い
る
。
し
た
が
っ

て
現
量
と
は
、
ジ
ャ
イ
ナ
論
理
学
に
お
い
て
は
、
も
の
そ
の
も
の

に
関
係
し
た
直
接
的
な
知
覚
、
す
な
わ
ち
、
正
し
い
真
実
の
知
覚

で
あ
る
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
現
量
は
、
ジ
ャ
イ
ナ
論
理
学
に
よ
る
と
、
目
鼻
冒
四
（
最

勝
智
）
と
出
日
ぐ
鼠
ぐ
四
目
昌
国
（
世
間
的
直
接
智
）
と
の
二
種
に
分
け

ら
れ
て
い
る
。
ア
カ
ラ
ン
カ
は
、
Ｆ
四
答
ご
国
昇
国
司
に
お
い
て
、
③

現
量
を
目
烏
頁
出
と
３
日
ａ
、
豊
出
目
昌
畠
と
に
分
け
て
い
る
が
、

吋
拭
閏
目
目
留
日
唱
昌
四
に
お
い
て
は
旨
骨
噂
名
目
耳
鼻
笛
（
感
官
現

冠
）
、
四
口
目
骨
営
四
も
園
感
四
厩
餌
（
非
感
官
現
量
）
、
呉
冒
身
辱
幽
冒
餌
辱
‐

④

鳥
笛
（
超
感
官
現
量
）
の
三
種
に
分
け
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

冒
骨
ご
ｇ
３
辱
巴
息
四
と
四
口
目
号
辱
、
冒
騨
ご
巴
肉
笛
と
は
出
目
ａ
由
‐

与
国
目
昌
畠
に
屈
し
、
鼻
日
日
辱
§
国
耳
鼻
笛
は
日
巳
内
耳
蝉
に
属

す
る
か
ら
、
要
す
る
に
ヘ
ー
マ
チ
ャ
ン
ド
ラ
は
ア
カ
ラ
ン
カ
の
説

を
そ
の
ま
ま
踏
襲
し
て
い
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
・

目
巳
託
ご
『
色
（
最
勝
智
）
は
ま
た
］
＄
ぐ
騨
冒
（
完
全
智
）
、
冒
四
冒
農
己
胃
‐

乱
目
色
（
他
心
智
）
、
当
『
嵐
巨
（
直
観
智
）
に
分
け
ら
れ
て
い
る
。
目
騨
‐

口
答
も
胃
箇
菌
と
は
、
他
人
の
心
を
知
る
直
観
で
あ
り
、
そ
れ
は
、

現
在
は
た
ら
い
て
い
る
他
人
の
思
考
を
知
る
だ
け
で
な
く
、
過
去
、

未
来
の
思
考
に
ま
で
及
ぶ
高
度
の
直
観
で
あ
る
。
臼
、
邑
言
と
は

形
態
あ
る
も
の
の
み
を
知
覚
す
る
直
観
智
で
あ
る
。

こ
の
小
論
に
お
い
て
は
、
同
じ
冒
四
耳
鼻
笛
に
属
す
る
目
巳
合
‐

『
四
（
最
勝
智
）
と
出
日
ご
国
ｄ
昏
倒
房
魚
（
世
間
的
直
接
智
）
と
の
、
そ
れ

ぞ
れ
の
性
格
を
明
ら
か
に
し
て
、
そ
の
二
つ
の
知
覚
に
は
、
ど
こ

に
根
本
的
な
相
違
が
あ
る
か
と
い
う
こ
と
を
論
ず
る
の
が
そ
の
目

的
で
あ
る
。

ま
ず
、
こ
の
二
つ
の
知
覚
は
冒
少
辱
巴
内
笛
と
い
う
言
葉
の
語
源

解
釈
を
通
し
て
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

冠
目
皇
．
農
臼
に
お
い
て
冒
幽
罫
幽
蔚
騨
を
解
釈
し
て
次
の
よ

う
に
記
し
て
い
る
。

冒
幽
ご
農
笛
の
《
冒
餌
は
》
と
は
、
「
依
存
す
る
」
と
い
う
意
味

で
あ
る
。
《
餌
百
四
』
を
解
釈
し
、
㈲
幽
庸
“
Ｉ
言
『
四
（
命
、
弾
日
目
）
、

目
鼻
笛
Ⅱ
冒
骨
辱
四
（
感
官
）
と
の
二
種
と
す
る
。
㈲
の
解
釈
は
、

鼻
笛
の
語
源
を
く
鼠
あ
る
い
は
く
巴
息
に
求
め
、
い
ず
れ
も
「
充

満
す
る
」
と
か
「
行
き
わ
た
る
」
と
い
う
意
味
を
も
っ
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
、
す
べ
て
の
実
体
、
範
囲
、
時
、
状
態
に
行
き
わ
た

る
か
ら
、
鼻
笛
は
一
弓
四
で
あ
り
、
理
目
騨
口
で
あ
る
。
そ
こ
で

冒
餌
ご
鼻
笛
と
は
言
ぐ
四
（
目
ョ
目
）
に
依
存
す
る
知
覚
」
で
あ
る
、

と
い
う
の
が
第
一
の
解
釈
で
あ
る
。
第
二
の
解
釈
（
四
庸
騨
Ｉ
旨
目
‐

茜
）
は
、
対
象
に
到
達
す
る
か
ら
、
巴
忠
四
は
旨
骨
ご
鱒
で
あ
る
。
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し
た
が
っ
て
、
胃
胃
笥
肩
少
と
は
「
感
官
に
依
存
し
て
生
ず
る
知

覚
」
で
あ
る
。

冒
幽
に
依
存
す
る
知
覚
が
胃
少
ご
『
農
箇
で
あ
る
（
農
私
Ｉ
胃
④
）

と
い
う
第
一
の
解
釈
は
、
白
目
ご
餌
（
最
勝
智
）
を
支
え
て
い
る
語

義
解
釈
で
あ
る
。
巴
肉
の
画
Ⅱ
自
今
ご
秒
と
い
う
第
二
の
解
釈
は
、

困
日
ぐ
菌
ぐ
塑
目
凰
冨
（
世
間
的
直
接
智
）
の
基
礎
に
な
っ
て
い
る
語
義

解
釈
で
あ
っ
て
、
感
官
に
依
存
し
て
生
ず
る
知
覚
で
あ
る
。

農
ｍ
霞
Ⅱ
旨
骨
ご
餌
に
も
と
づ
く
胃
騨
耳
鼻
圏
の
解
釈
は
、
イ
ン

ド
哲
学
諸
学
派
で
一
般
に
行
な
わ
れ
て
い
る
解
釈
で
あ
る
。
例
え

⑤

ぱ
ニ
ャ
ー
ャ
学
派
は
も
ち
ろ
ん
こ
の
解
釈
を
行
な
っ
て
い
る
。
佛

教
も
こ
の
解
釈
を
採
用
し
な
が
ら
、
多
少
こ
れ
に
佛
教
独
自
の
解

釈
を
後
に
加
え
て
い
る
け
れ
ど
も
、
要
す
る
に
農
３
Ⅱ
旨
日
々
の

⑥

と
い
う
解
釈
に
従
っ
て
い
る
。
ミ
ー
マ
ー
ン
サ
ー
学
派
で
も
、
ヴ

ァ
イ
シ
ェ
ー
シ
カ
学
派
で
も
同
じ
よ
う
に
こ
の
解
釈
を
採
用
し
て

い
る
か
ら
、
イ
ン
ド
哲
学
諸
学
派
に
お
い
て
共
通
し
て
鼻
笛
Ｉ

旨
号
ご
餌
と
い
う
解
釈
を
行
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
て
鳥
菌
Ⅱ
百
国
と
い
う
解
釈
は
、
ジ
ャ
イ
ナ
教

独
自
の
解
釈
で
あ
り
、
か
な
り
古
く
か
ら
行
な
わ
れ
た
解
釈
で
あ

る
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
国
富
号
：
呂
冒
が
す
で
に
こ
の
解
釈
を

行
な
っ
て
い
る
こ
と
を
ｚ
乱
乱
ぐ
騨
薗
園
田
邑
冨
刷
旨
圃
念
扇
）

に
引
用
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
胃
ぐ
騨
冨
と
目
色
己
騨
答
胃
‐

二
種
の
現
量
の
う
ち
の
目
巳
自
冨
（
最
勝
智
）
に
つ
い
て
厄
日

で
は
次
の
よ
う
に
定
義
し
て
い
る
。

「
そ
れ
は
、
す
べ
て
の
障
曝
（
習
秒
３
息
）
を
減
し
た
と
き
に
〔
現

わ
れ
る
〕
心
自
体
の
顕
現
に
し
て
、
最
勝
智
、
完
全
智
で
あ
る

（
前
一
汁
の
秒
Ｈ
ぐ
魚
津
声
倒
ぐ
ゆ
禺
四
唇
四
ぐ
芦
凹
篭
①
○
の
詐
餌
巨
四
の
胃
凹
め
ぐ
ゆ
門
口
も
脚
ぐ
時
ご
｝
〕
働
く
○

員
〕
ロ
国
］
〕
④
Ｈ
ぱ
〆
①
ぐ
巴
ｐ
Ｈ
ロ
）
Ｏ
」
（
、
Ｈ
目
．
、
。
］
虫、

こ
の
ス
ー
ト
ラ
を
釈
す
る
勺
目
．
農
号
畠
で
は
次
の
よ
う
に

具
体
的
に
説
明
し
て
い
る
。

）
ゞ
当
Ｐ
と
四
く
凰
巨
と
の
出
世
間
的
最
勝
智
は
一
弓
秒
（
弾
白
目
）
に

依
存
す
る
知
覚
で
あ
る
と
伝
統
的
に
解
釈
さ
れ
、
こ
の
知
覚
の
み

が
本
来
胃
胃
冨
厨
騨
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
論

理
学
の
普
及
の
時
代
を
む
か
え
る
と
と
も
に
、
他
の
学
派
で
用
い

て
い
る
農
麗
１
且
昌
冨
と
い
う
解
釈
に
も
と
づ
く
冒
色
ご
農
笛

の
意
味
を
ジ
ャ
イ
ナ
教
で
も
採
用
し
、
ジ
ャ
イ
ナ
教
に
お
い
て
論

理
学
体
系
の
再
組
織
を
試
み
た
。
す
な
わ
ち
、
胃
胃
冨
嚴
四
に
は
、

昌
烏
ロ
葛
に
加
え
て
出
弓
ぐ
目
ゆ
ぐ
昌
倒
時
秒
（
世
間
的
直
接
智
）
を
採

用
し
た
わ
け
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
拙
稿
に
お
い

て
論
じ
た
こ
と
が
あ
る
の
で
、
こ
こ
に
詳
し
く
記
す
こ
と
を
さ
け

⑦

た
い
・

二二
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「
長
い
間
中
断
す
る
こ
と
な
く
、
慎
重
に
繰
返
さ
れ
て
（
島
晶
冨
‐

冒
匿
日
３
口
３
国
、
沙
涛
腎
閑
③
ぐ
§
）
、
三
宝
（
３
目
鼻
日
冒
）
の
卓
越

の
極
点
に
お
い
て
、
単
一
尋
求
無
伺
（
①
冨
茸
秒
Ｉ
く
５
時
百
く
ざ
胃
騨
）

な
る
禅
定
の
力
に
よ
っ
て
、
残
り
な
く
知
の
障
畷
言
習
習
秒
‐

国
呂
）
な
ど
の
、
阻
害
す
る
業
（
瞥
削
房
胃
日
画
）
の
減
が
あ
る
と
き
、

心
を
本
質
と
す
る
、
な
い
し
は
照
明
を
本
質
と
す
る
我
の
、
本

来
の
形
の
、
す
な
わ
ち
、
ま
さ
し
く
存
在
し
て
い
る
照
明
と
い

う
本
質
の
、
障
磯
の
消
滅
に
よ
る
顕
現
が
あ
る
。
顕
現
し
た

〔
我
の
〕
本
来
の
形
は
、
あ
た
か
も
身
体
に
と
っ
て
の
顔
（
目
巨
‐

唇
騨
）
の
よ
う
に
、
す
べ
て
の
知
の
な
か
で
主
要
な
も
の
、
す
な

わ
ち
目
巨
屏
ロ
昌
四
で
あ
っ
て
、
そ
れ
が
現
量
（
冒
哩
ご
烏
鷺
）
で
あ

る
。
そ
れ
は
、
感
官
（
旨
号
ご
餌
）
等
の
助
け
を
離
れ
、
す
ゞ
へ
て
の

対
象
に
関
係
す
る
も
の
で
あ
り
、
〔
し
た
が
っ
て
他
の
知
覚
と

の
〕
共
通
性
が
な
い
か
ら
、
完
全
智
（
雨
く
巴
④
》
独
存
）
と
ア
ー

⑧

ガ
マ
に
通
説
さ
れ
て
い
る
。
」
令
日
唱
．
］
．
臆
）

ジ
ャ
イ
ナ
教
に
よ
れ
ば
、
外
界
に
は
カ
ル
マ
（
業
）
に
な
り
う
る

プ
ド
ガ
ラ
（
冒
揖
己
四
】
物
質
）
が
充
満
し
て
い
て
、
ジ
ー
ヴ
ァ
が
身

口
意
の
動
作
含
○
咽
）
を
起
こ
す
と
、
そ
れ
に
よ
っ
て
ジ
ー
ヴ
ァ
の

中
に
そ
の
物
質
が
入
り
こ
み
、
附
着
す
る
。
こ
れ
を
漏
入
（
閉
‐

愚
く
四
）
と
呼
ぶ
。
ジ
ャ
イ
ナ
教
徒
が
カ
ル
マ
（
業
）
と
呼
ぶ
の
は
、
身

口
意
の
動
作
の
結
果
ジ
ー
ヴ
ァ
に
附
着
し
た
こ
の
物
質
の
こ
と
で

あ
っ
て
、
そ
の
た
め
に
ジ
ー
ヴ
ァ
の
本
性
が
覆
わ
れ
、
縛
（
冒
口
‐

号
四
）
が
生
ず
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
輪
廻
転
生
の
迷
い
の
生
存
を
続

け
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
ジ
ー
ヴ
ァ
の
本
性
を
発
現
す
る
た
め
に

は
、
こ
の
カ
ル
マ
を
減
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
「
残
り
な
く
知

の
障
礦
な
ど
の
、
阻
害
す
る
業
」
を
減
す
る
と
き
、
初
め
て
ジ
ー

ヴ
ァ
、
す
な
わ
ち
ア
ー
ト
マ
ン
の
本
性
が
現
わ
れ
る
。
ジ
ャ
イ
ナ

教
の
聖
典
に
よ
る
と
、
ジ
ー
ヴ
ァ
は
そ
れ
自
体
、
完
全
な
る
見

（
８
臥
騨
ロ
伊
）
、
智
言
曽
四
）
、
力
（
乱
弓
騨
）
、
楽
（
の
烏
冒
）
を
も
っ
て
い

る
が
、
こ
の
よ
う
な
ジ
ー
ヴ
ァ
の
本
性
は
、
完
全
に
カ
ル
マ
を
消

滅
し
た
と
き
に
発
現
す
る
の
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
「
心
を

本
質
と
す
る
、
な
い
し
は
照
明
を
本
質
と
す
る
我
の
、
本
来
の
形

の
、
す
な
わ
ち
、
ま
さ
し
く
存
在
し
て
い
る
照
明
と
い
う
本
質
の
、

障
擬
の
消
滅
に
よ
る
顕
現
が
あ
る
」
と
説
か
れ
て
い
る
の
は
、
ま

さ
し
く
こ
の
こ
と
を
言
う
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
よ
う
に
ジ
ー
ヴ
ァ

の
本
性
が
発
現
す
る
の
は
、
解
脱
に
到
達
し
た
聖
者
に
お
い
て
の

み
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
に
カ
ル
マ
を
減
し
た
聖
者
は
感
官
の
助
け

を
か
り
ず
に
、
す
、
へ
て
の
対
象
を
直
接
知
覚
す
る
こ
と
が
で
き
る

か
ら
、
そ
れ
は
完
全
智
（
百
ぐ
巴
Ｐ
）
で
あ
る
と
言
え
る
。

こ
こ
で
へ
Ｉ
マ
チ
ャ
ン
ド
ラ
は
、
、
シ
ー
ヴ
ァ
す
な
わ
ち
ア
ー
ト

マ
ン
が
照
明
を
本
質
と
す
る
と
述
べ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
必
ず
し

も
ヘ
ー
マ
チ
ャ
ン
ド
ラ
の
み
な
ら
ず
、
例
え
ば
、
シ
ッ
ダ
セ
ー
ナ
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の
ｚ
箇
箇
ぐ
四
国
Ｈ
沙
の
中
で
、

「
す
寺
へ
て
の
障
凝
の
超
脱
を
本
質
と
し
、
特
絶
に
輝
く
（
冒
四
‐

圃
殴
庁
の
）
の
は
〔
出
世
間
的
な
〕
現
量
で
あ
り
、
す
べ
て
の
対
象

の
本
質
を
常
に
照
明
（
頁
鼻
ご
目
閏
目
）
す
る
。
」
（
ｚ
乱
乱
ご
錘
３
３

函
司
）

と
説
か
れ
、
「
照
明
」
と
か
「
輝
き
」
と
か
を
本
質
と
す
る
の
が

ジ
ー
ヴ
ァ
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
プ
ド
ガ
ラ
と
し
て
の
カ
ル
マ
は
、
ジ
ー
ヴ
ァ
の
本
性

を
阻
害
す
る
カ
ル
マ
（
答
弾
房
胃
日
騨
）
と
ジ
ー
ヴ
ァ
の
本
性
を
阻
害

し
な
い
カ
ル
マ
（
煙
答
騨
時
目
目
四
）
と
の
二
種
に
大
き
く
分
け
ら
れ

て
い
る
。
前
者
、
す
な
わ
ち
ジ
ー
ヴ
ァ
の
本
性
を
阻
害
す
る
カ
ル

マ
に
は
、
甘
習
剖
胃
眉
匂
四
（
智
を
覆
う
カ
ル
マ
）
、
。
胃
曾
呂
ぐ
四
‐

Ｈ
眉
ご
餌
（
見
を
覆
う
カ
ル
マ
）
、
日
○
ロ
四
口
ご
四
（
愚
痴
の
カ
ル
マ
）
、
四
口
‐

菌
倒
冨
（
障
碍
の
カ
ル
マ
）
の
四
種
が
数
え
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
後

者
、
す
な
わ
ち
ジ
ー
ヴ
ァ
の
本
性
を
阻
害
し
な
い
カ
ル
マ
に
は
、

く
８
四
口
目
四
（
苦
楽
の
感
受
を
起
こ
す
カ
ル
マ
）
、
母
ロ
遇
塑
（
寿
命
を
決
定

す
る
カ
ル
ご
、
口
倒
日
鼬
（
個
性
を
作
る
カ
ル
ろ
、
唱
酋
②
（
種
族
を
決
定

す
る
カ
ル
こ
の
四
種
が
あ
る
。
こ
こ
で
問
題
と
な
っ
て
い
る
「
残

り
な
く
知
の
障
磯
な
ど
の
、
阻
害
す
る
業
（
警
脚
草
冨
Ｈ
目
凹
）
」
と
は
、

ま
さ
し
く
前
者
の
四
種
で
あ
る
。
ジ
ー
ヴ
ァ
の
本
性
を
阻
害
す
る

こ
の
四
種
の
カ
ル
マ
を
、
残
り
な
く
、
完
全
に
減
す
る
と
き
、
ジ

Ｉ
ヴ
ァ
の
本
性
が
顕
現
す
る
。
そ
の
時
初
め
て
ジ
ー
ヴ
ァ
が
カ
ル

マ
か
ら
離
れ
て
本
来
の
姿
を
顕
現
し
、
対
象
を
知
覚
す
る
は
た
ら

き
を
起
こ
す
こ
と
が
で
き
る
。
ジ
ー
ヴ
ァ
の
本
性
を
阻
害
す
る
カ

ル
マ
を
す
寺
へ
て
減
し
た
聖
者
に
は
、
ジ
ー
ヴ
ァ
の
本
性
を
阻
害
し

な
い
四
種
の
カ
ル
マ
は
そ
の
ま
ま
ジ
ー
ヴ
ァ
に
附
着
し
て
残
っ
て

い
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
ジ
ー
ヴ
ァ
の
本
性
を
阻
害
す
る

カ
ル
マ
を
す
寺
へ
て
減
し
た
聖
者
は
、
対
象
を
直
接
知
覚
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

と
こ
ろ
で
残
り
な
く
阻
害
す
る
カ
ル
マ
を
減
す
る
た
め
に
は
、

ど
の
よ
う
な
手
段
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
と
い
う
こ
と
を

説
明
し
て
、
へ
Ｉ
マ
チ
ャ
ン
ド
ラ
は
「
長
い
間
中
断
す
る
こ
と
な

く
、
慎
重
に
繰
返
さ
れ
て
、
三
宝
の
卓
越
の
極
点
に
お
い
て
、
単

一
尋
求
無
伺
（
①
圃
庁
く
い
‐
ぐ
§
Ｈ
圃
乱
３
３
）
な
る
禅
定
の
力
に
よ
っ
て

…
…
」
と
述
べ
て
い
る
。

ま
ず
三
宝
と
は
、
正
見
（
“
四
目
湿
叩
目
臥
目
騨
）
、
正
智
（
“
四
日
冨
叩

蔵
目
四
）
、
正
行
（
”
騨
目
罰
品
‐
。
：
耳
騨
）
を
指
す
。
そ
の
う
ち
正
見
と

は
、
諦
義
（
３
ヰ
ぐ
胃
昏
四
）
、
す
な
わ
ち
ジ
ャ
イ
ナ
教
の
認
め
る
真

理
に
対
す
る
信
仰
再
四
目
目
目
）
で
あ
る
。
ジ
ャ
イ
ナ
教
の
真
理

と
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
七
諦
、
す
な
わ
ち
活
命
含
ぐ
色
）
、
非
命

（
畠
ぐ
鯉
）
、
漏
（
尉
国
ぐ
沙
）
、
縛
（
冨
目
宮
）
、
遮
（
困
冒
ぐ
胃
騨
）
、
減

（
ロ
且
自
画
）
、
解
脱
（
日
○
厩
撃
）
で
あ
る
。
こ
の
七
謡
に
対
す
る
信
仰

O目
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が
正
見
で
あ
る
。

次
に
正
智
と
は
、
伝
統
的
に
ジ
ャ
イ
ナ
教
で
認
め
る
個
之
の
正

し
い
智
で
あ
る
。
そ
れ
は
感
官
智
（
白
目
）
、
聖
典
智
（
野
鼻
騨
）
、
直

観
智
（
画
く
且
冨
）
、
他
心
智
（
白
四
目
写
自
乱
冨
）
、
完
全
智
芦
の
ご
巴
四
）

で
あ
る
。

カ
ル
マ
に
束
縛
さ
れ
た
輪
廻
の
状
態
か
ら
脱
す
る
た
め
に
、
新

た
な
カ
ル
マ
が
入
り
こ
む
こ
と
を
遮
（
の
勲
目
剣
胃
沙
）
、
す
な
わ
ち
制

御
し
、
さ
ら
に
す
で
に
漏
入
し
た
カ
ル
マ
を
減
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
そ
の
た
め
に
正
し
い
行
な
い
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

し
た
が
っ
て
正
行
と
は
、
カ
ル
マ
が
入
り
こ
む
こ
と
を
制
御
す
る

⑨

た
め
の
修
行
徳
目
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
阻
害
す
る
業
（
答
騨
時
四
目
〕
秒
）
を
完
全
に
消
滅
す
る
た

め
に
は
禅
定
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ジ
ャ
イ
ナ
教
で
は
禅

定
（
号
乱
昌
四
）
を
四
種
に
分
け
て
い
る
が
、
そ
の
う
ち
法
想
と
浄
想

と
は
解
脱
の
た
め
の
因
で
あ
る
。
法
想
（
号
胃
日
沙
‐
号
乱
目
）
と
は
、

聖
教
（
且
罰
）
、
損
失
（
砦
ご
煙
世
界
的
な
苦
や
そ
の
状
態
）
、
異
熟

（
菖
凰
冨
業
の
異
熟
）
、
形
状
（
閏
日
の
汁
冨
目
色
宇
宙
の
構
造
）
を
対
象

と
し
て
観
ず
る
こ
と
で
あ
る
。
さ
ら
に
禅
定
が
深
ま
り
、
浄
想

（
臂
匡
騨
‐
号
乱
口
曾
）
に
お
い
て
は
、
各
種
尋
求
（
冒
昏
鳥
ず
『
四
‐
ぐ
§
鼻
凹
）
、

単
一
尋
求
（
の
冨
尊
四
‐
急
国
鳥
鯉
）
、
細
作
抑
制
（
の
鼻
曾
邑
自
乱
冒
騨
武
‐

園
ｇ
、
寂
作
不
還
（
ぐ
旨
も
胃
鼻
自
乱
、
巳
ご
肖
昌
）
の
四
種
を
数
え
て

い
る
。
第
一
想
と
は
、
生
滅
す
る
も
の
の
種
々
の
様
態
を
観
ず
る

こ
と
で
あ
り
、
そ
こ
に
は
伺
察
言
３
３
）
が
は
た
ら
い
て
い
る
。

第
二
想
、
単
一
尋
求
に
入
れ
ば
、
無
伺
（
“
ａ
３
３
）
と
な
り
、
観
念

の
対
象
は
一
つ
に
限
ら
れ
、
も
の
の
一
つ
の
様
態
を
観
ず
る
。
こ

の
第
二
想
は
単
一
尋
求
無
伺
（
の
冨
尊
煙
‐
ぐ
５
吋
圃
畠
３
３
）
と
も
呼
ば

れ
て
い
る
。
次
の
第
三
想
に
入
る
と
、
わ
ず
か
に
残
っ
て
い
る
微

細
な
身
行
為
の
抑
制
に
専
想
す
る
こ
と
で
あ
る
。
さ
ら
に
第
四
の

浄
想
で
は
、
作
為
は
す
べ
て
減
し
、
す
で
に
不
退
転
の
状
態
に
達

す
る
。
そ
こ
で
「
単
一
尋
求
無
伺
な
る
禅
定
の
力
に
よ
っ
て
」
と

吋
日
巳
自
．
畠
に
言
わ
れ
て
い
る
の
は
、
直
接
的
に
は
浄
想
の
第

二
想
を
指
し
て
い
る
。
し
か
し
局
目
鼻
畠
．
認
．
で
は
、
「
浄
想

（
轡
ご
沙
‐
自
制
ロ
Ｐ
）
の
火
に
よ
っ
て
阻
害
す
る
業
（
瞥
騨
陦
閏
日
蝕
）
を

燃
え
つ
く
し
…
…
」
と
述
べ
て
い
る
か
ら
、
こ
こ
で
は
必
ず
し
も

浄
想
の
第
二
想
の
み
を
意
味
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
浄
想
に
よ

っ
て
唱
課
時
閏
日
騨
を
減
す
る
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
と

解
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
同
日
畠
皇
．
お
の
「
単
一
尋
求
無

伺
」
と
は
、
浄
想
の
代
表
的
な
も
の
の
一
つ
と
し
て
引
用
し
て
い

る
に
す
ぎ
な
い
。
つ
ま
り
、
正
見
・
正
智
・
正
行
に
よ
っ
て
ジ
ー

ヴ
ァ
に
附
着
し
た
カ
ル
マ
を
消
滅
す
る
こ
と
に
つ
と
め
、
そ
の
う

え
、
さ
ら
に
浄
想
に
よ
っ
て
阻
害
す
る
カ
ル
マ
を
す
兼
へ
て
減
す
る

と
き
に
、
初
め
て
ジ
ー
ヴ
ァ
の
本
性
が
顕
現
す
る
。
こ
の
顕
現
し

nハ
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た
本
来
の
ジ
ー
ヴ
ァ
は
、
す
雫
へ
て
の
対
象
を
直
接
的
に
知
覚
す
る

自
己
合
冨
（
最
勝
智
）
で
あ
り
、
伝
統
的
な
ジ
ャ
イ
ナ
教
説
に
よ
れ

ば
］
〈
①
ぐ
ゅ
盲
（
完
全
智
）
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
照
明
を
自
性
と
す
る
ジ
ー
ヴ
ァ
（
ア
ー
ト
マ
ソ
）
と

そ
れ
を
覆
う
カ
ル
マ
す
な
わ
ち
障
擬
と
の
関
係
に
つ
い
て
弓
日
．

で
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「
月
や
太
陽
等
は
、
照
明
を
自
性
と
す
る
も
の
で
あ
る
け
れ
ど

も
、
座
や
霧
や
雲
等
に
よ
っ
て
覆
わ
れ
る
よ
う
に
＄
智
の
障
暖

言
習
い
‐
習
曾
国
日
冒
）
等
の
業
（
冒
儲
日
騨
）
に
よ
っ
て
、
〔
ア
ー
ト

マ
ン
の
〕
障
凝
が
あ
り
う
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
で
月
や
太
陽

等
の
障
磯
が
強
い
風
の
よ
う
な
も
の
に
よ
っ
て
取
り
除
か
れ
る

よ
う
に
、
禅
定
（
号
箇
目
）
と
修
習
（
ｇ
留
沙
目
）
等
に
よ
っ
て

〔
ア
ー
ト
マ
ン
の
障
硬
の
〕
除
去
が
あ
り
う
る
。
」
弓
日
．
］
息
．

、
Ｃ
）ジ

ー
ヴ
ァ
の
本
性
を
阻
害
す
る
カ
ル
マ
（
答
喫
時
日
日
“
）
が
禅
定

と
修
習
と
に
よ
っ
て
完
全
に
取
り
除
か
れ
た
解
脱
者
に
お
い
て
は
、

ジ
ー
ヴ
ァ
（
ア
ー
ト
マ
ン
）
が
そ
の
本
性
を
顕
現
し
て
対
象
を
直
接

知
覚
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
は
た
し
て
そ
の
ジ
ー
ヴ
ァ
は
ど
の

よ
う
な
性
質
を
そ
な
え
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
吋
日
．
で
は
次
の

よ
う
に
述
曇
へ
て
い
る
。

「
ア
ー
ト
マ
ン
は
転
変
（
冨
昌
国
目
冒
）
し
、
並
び
に
常
住
（
員
‐

冒
）
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
（
ア
ー
ト
マ
ン
）
は
、
前
の
様
態
（
冒
吋
‐

乱
冒
）
の
消
滅
が
後
の
様
態
の
生
起
と
同
時
で
あ
る
随
転
（
四
目
‐

局
茜
）
を
本
質
と
し
、
絶
対
的
な
常
住
、
及
び
〔
絶
対
的
な
〕

刹
那
減
な
る
両
主
張
は
、
す
べ
て
の
点
に
お
い
て
ア
ル
タ
ク
リ

ヤ
ー
（
胃
昏
騨
肯
且
菌
効
果
的
作
用
）
を
離
れ
る
か
ら
：
：
・
・
…
・
」

（
嗣
日
．
］
・
岸
認
）

と
述
尋
へ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
ジ
ー
ヴ
ァ
（
ア
ー
ト
マ
乙
が
効
果

的
作
用
を
も
つ
と
い
う
こ
と
は
、
単
に
一
方
的
に
ジ
ー
ヴ
ァ
（
ア

ー
ト
マ
ン
）
が
常
住
で
あ
る
場
合
は
、
そ
の
よ
う
な
は
た
ら
き
を
も

ち
え
な
い
。
ま
た
単
に
刹
那
減
で
あ
る
場
合
も
、
そ
の
は
た
ら
き

を
も
た
な
い
。
そ
こ
で
ジ
ー
ヴ
ァ
（
ア
ー
ト
マ
ン
）
は
、
一
方
に
お

い
て
は
常
住
で
あ
る
と
と
も
に
、
他
方
に
お
い
て
は
、
そ
の
様
態

（
ｇ
ｑ
ご
煙
）
が
転
変
し
、
随
転
す
る
こ
と
を
本
質
と
し
て
も
っ
て

い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ジ
ー
ヴ
ァ
（
ア
ー
ト
マ
ン
）
の
様
態
が
転

変
す
る
こ
と
を
具
え
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ジ
ー
ヴ
ァ
（
ア
ー

ト
マ
ン
）
は
直
接
知
覚
す
る
は
た
ら
き
を
も
つ
こ
と
が
で
き
る
。

そ
こ
で
最
後
に
、
ヘ
ー
マ
チ
ャ
ン
ド
ラ
は
↑
ア
カ
ラ
ン
カ
の
ア
ル

タ
ク
リ
ャ
ー
に
関
す
る
説
を
引
用
し
て
い
る
。

「
〔
絶
対
的
な
〕
常
住
、
並
び
に
〔
絶
対
的
な
〕
刹
那
減
な
る

両
主
張
に
は
、
ア
ル
タ
ク
リ
ヤ
ー
は
相
応
じ
な
い
だ
ろ
う
。

そ
れ
（
ア
ル
タ
ク
リ
ャ
ー
）
は
相
続
と
非
相
続
と
を
そ
な
え
た
諸

、司

乙イ



の
も
の
の
相
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
て
い
る
。
」
Ｐ
畠
罰
冒
の
貫
曾
首

胃
目
。
胃
）

常
住
、
並
び
に
刹
那
減
な
る
両
主
張
と
は
、
そ
れ
ぞ
れ
ヴ
ェ
ー

ダ
ー
ン
タ
派
と
佛
教
と
の
主
張
を
指
し
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で

あ
る
か
ら
、
ヴ
ェ
ー
ダ
ー
ン
タ
派
と
佛
教
に
対
す
る
反
論
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
し
て
ジ
ー
ヴ
ァ
（
ア
ー
ト
マ
ン
）
は
、
常
住
で
あ
る
と

と
も
に
転
変
す
る
と
い
う
両
面
の
性
質
を
そ
な
え
、
そ
の
よ
う
な

性
質
に
よ
っ
て
、
初
め
て
ジ
ー
ヴ
ァ
（
ア
ー
ト
マ
ン
）
は
対
象
を
直

接
知
覚
す
る
作
用
を
も
っ
て
い
る
こ
と
が
説
明
さ
れ
る
。

以
上
に
よ
っ
て
、
目
烏
耳
四
（
最
勝
智
）
と
は
、
解
脱
に
到
達
し

た
聖
者
の
直
接
知
覚
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
吋
日
出
自
．
閉
で

は
、
「
す
べ
て
の
カ
ル
マ
か
ら
の
解
脱
に
達
し
た
聖
者
た
ち
」
と

述
べ
て
い
る
。
ま
た
一
方
で
は
、
そ
の
よ
う
な
知
覚
を
有
す
る
人

を
．
切
知
者
（
の
胃
ぐ
騨
蔵
四
）
」
で
あ
る
と
砲
目
．
骨
．
』
．
忠
以
下
に

お
い
て
呼
ん
で
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
あ
ら
ゆ
る
阻
害
す
る
カ
ル

マ
を
減
し
た
一
切
知
者
に
お
い
て
、
ジ
ー
ヴ
ァ
（
ア
ー
ト
マ
乙
が

本
来
の
知
覚
す
る
す
が
た
を
顕
現
す
る
。
こ
れ
が
目
烏
耳
四
で

あ
り
、
雨
ぐ
巴
四
と
呼
ば
れ
る
現
量
で
あ
る
。

’
一
一

農
駕
一
Ⅱ
旨
昌
冨
と
い
う
語
義
解
釈
に
支
え
ら
れ
た
感
官
曾
己
己
‐

胃
）
等
に
依
存
す
る
目
四
ご
農
菌
は
閏
曰
く
菌
ぐ
農
副
時
餌
（
世
間
的

直
接
智
）
と
呼
ば
れ
る
。
知
覚
の
主
体
で
あ
る
ジ
ー
ヴ
ァ
（
ア
ー
ト
マ

ン
）
の
本
性
が
カ
ル
マ
に
覆
わ
れ
て
い
る
場
合
、
ど
の
よ
う
に
し

て
感
官
を
通
し
て
直
接
知
覚
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
か
。

こ
の
点
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
ま
ず
知
覚
過
程
を
知
っ
て
お

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

局
日
．
に
よ
れ
ば

「
世
間
的
直
接
智
（
鼠
曰
く
冨
燭
四
目
昌
臼
）
は
、
感
官
（
旨
骨
ご
Ｐ
）

と
意
（
日
四
口
凹
め
》
秒
巳
且
国
冒
非
根
）
と
に
よ
っ
て
生
じ
、
四
ぐ
侭
国
‐

け
四
（
漠
然
と
し
た
直
観
の
直
後
に
あ
ら
わ
れ
る
知
覚
）
、
目
騨
（
認
識

の
意
欲
）
、
借
劉
四
（
判
断
）
、
Ｑ
目
国
目
（
保
持
）
を
本
質
と
す
る
知

覚
で
あ
る
。
」
白
目
．
峪
苫
）

と
説
か
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
世
間
的
直
接
智
は
感
官
と
意
と
が

対
象
に
直
接
接
触
す
る
こ
と
か
ら
生
ず
る
。
こ
の
関
係
に
つ
い
て

具
体
的
に
次
の
ス
ー
ト
ラ
で
問
題
と
す
る
。
そ
れ
を
問
題
と
す
る

前
に
四
ぐ
侭
国
園
》
冒
四
』
号
劉
湧
』
・
断
３
３
な
る
知
覚
過
程
を

勺
日
．
の
解
釈
を
も
と
に
し
な
が
ら
説
明
し
て
お
き
た
い
。

ま
ず
煙
く
四
四
呂
四
と
は
、
例
え
ば
あ
る
音
を
聞
く
場
合
、
音
が

耳
に
入
っ
て
最
初
ぼ
ん
や
り
と
知
覚
さ
れ
る
が
！
そ
の
直
後
に
あ

ら
わ
れ
る
知
覚
が
沙
ぐ
侭
田
ｇ
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
感
官
、
意
と

対
象
と
の
接
触
に
お
け
る
ぼ
ん
や
り
と
し
た
直
観
の
直
後
に
あ
ら
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わ
れ
る
対
象
の
知
覚
で
あ
る
。
令
日
．
］
．
］
・
雪
）
次
に
冒
沙
と
は
、

「
そ
の
音
は
何
の
音
で
あ
る
か
。
ほ
ら
貝
の
音
で
あ
る
か
、
角
の

音
で
あ
る
か
」
と
知
ろ
う
と
す
る
意
欲
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
ゆ
く
餌
‐

唱
四
盲
に
よ
っ
て
知
覚
さ
れ
た
も
の
の
こ
ま
か
な
点
を
知
ろ
う
と

追
求
す
る
意
欲
が
冒
煙
で
あ
る
。
弓
日
唱
．
旨
．
謡
）
名
母
四
と

は
、
「
こ
れ
は
ほ
ら
貝
の
音
で
あ
っ
て
、
角
の
音
で
は
な
い
」
と

判
断
す
る
知
覚
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
ま
か
な
点
を
判
断
し
、

決
定
す
る
知
覚
で
あ
る
。
電
日
虐
隅
．
己
巴
そ
し
て
、
そ
れ
を

保
持
し
、
記
憶
の
条
件
、
潜
在
す
る
知
識
と
な
る
の
が
Ｑ
目
３
３

で
あ
る
。
弓
日
．
］
巴
．
旨
巴
こ
の
知
覚
過
程
は
、
非
常
に
短
か

い
時
間
に
行
な
わ
れ
る
こ
と
を
旧
目
．
』
．
胃
．
』
ｇ
に
お
い
て
明

ら
か
に
し
て
い
る
。

次
に
感
官
に
つ
い
て
、
ヘ
ー
マ
チ
ャ
ソ
ド
ラ
は
次
の
よ
う
に
定

義
し
て
い
る
。

「
触
（
の
冨
臥
秒
）
、
味
（
国
切
幽
）
、
嗅
（
盟
且
園
）
、
色
（
吋
目
煙
）
、
声

（
３
目
撃
）
を
〔
そ
れ
ぞ
れ
〕
知
覚
す
る
性
質
を
も
っ
た
触
覚

（
名
目
蟹
目
身
）
、
味
覚
（
国
の
四
目
舌
）
、
嗅
覚
（
響
３
９
鼻
）
、
視

⑩

覚
（
。
鳥
曾
の
眼
）
、
聴
覚
（
陣
○
首
四
耳
）
の
感
官
は
、
実
体
〔
感

官
〕
（
胃
餌
ぐ
旨
）
と
作
用
〔
感
官
〕
（
９
脚
ぐ
四
）
と
の
区
別
が
あ

つ
○
ｏ
」
（
屯
門
口
．
ｍ
・
画
ｃ

五
つ
の
感
官
は
日
画
く
意
‐
冒
日
匂
騨
（
実
体
感
官
）
と
ず
目
ぐ
四
‐
旨
‐

骨
ご
色
（
作
用
感
官
）
と
に
分
け
ら
れ
て
い
る
。
今
蝕
夢
畠
‐
旨
骨
冨
四

と
は
、
視
覚
の
場
合
の
眼
球
、
聴
覚
の
場
合
の
聴
道
、
耳
な
ど
の

よ
う
に
、
「
形
を
も
っ
た
感
官
」
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
骨
豐
『
制
‐

白
骨
ご
聾
だ
け
で
は
知
覚
で
き
ず
、
ず
目
ぐ
四
‐
目
今
ご
餌
の
は
た
ら

き
の
方
が
す
ぐ
れ
て
い
る
か
ら
、
そ
れ
は
「
劣
っ
た
感
官
」
と
も

呼
ば
れ
る
。

ヴ
ヴ
リ
⑳
‐
冒
骨
ご
色
の
ず
ご
剖
四
と
は
、
主
な
る
も
の
、
何
も
の

に
も
附
属
し
な
い
、
最
も
す
ぐ
れ
た
も
の
Ｓ
日
虐
］
・
閉
）
と
い

う
意
味
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
内
的
な
、
精
神
的
な
、
は
た
ら

き
を
も
っ
た
作
用
感
官
と
訳
す
べ
き
言
葉
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
障

磯
（
９
四
国
目
）
の
カ
ル
マ
と
力
（
ぐ
副
昌
騨
）
に
関
す
る
妨
害
の
カ
ル
マ

（
ぐ
則
ｑ
脚
日
日
母
騨
）
を
滅
尽
し
、
静
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
生
ず
る
と

述
令
へ
て
い
る
。
弓
目
吟
唱
．
弓
）

さ
ら
に
ご
ロ
習
四
‐
旨
骨
唇
四
は
、
盲
ヴ
ロ
ご
と
自
己
昌
○
悪
に
分

け
ら
れ
て
い
る
。
（
勺
日
．
屯
麗
）
医
ご
ロ
亘
（
獲
得
）
と
は
、
対
象

を
知
覚
す
る
ジ
ー
ヴ
ァ
（
ア
ー
ト
マ
ン
）
の
能
力
を
生
ず
る
こ
と
で

あ
る
。
カ
ル
マ
に
よ
っ
て
ジ
ー
ヴ
ァ
の
は
た
ら
き
が
阻
害
さ
れ
て

い
る
場
合
に
は
、
対
象
を
正
し
く
知
覚
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

そ
こ
で
芦
目
画
く
閏
四
目
（
智
の
障
砿
の
カ
ル
ご
を
減
し
、
静
め
る

⑪

こ
と
に
よ
っ
て
、
正
し
く
知
覚
す
る
ジ
ー
ヴ
ァ
の
能
力
が
獲
得
さ

れ
る
。
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巨
冒
言
唱
は
も
の
を
知
覚
す
る
心
の
作
用
活
動
で
あ
り
、
ジ
ー

⑫

ヴ
ァ
（
ア
ー
ト
マ
と
の
特
殊
な
変
形
、
展
開
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
感
官
を
日
幽
ぐ
菌
‐
甘
骨
ご
色
と
９
割
“
‐
旨
骨
ご
“

と
の
二
つ
に
分
け
、
心
の
知
覚
す
る
は
た
ら
き
を
も
そ
の
中
に
含

め
て
い
る
の
で
、
感
官
の
各
々
の
関
係
、
な
ら
び
に
感
官
と
マ
ナ

ス
（
意
）
と
の
関
係
、
さ
ら
に
感
官
と
ジ
ー
ヴ
ァ
す
な
わ
ち
ア
ー
ト

マ
ン
の
関
係
な
ど
が
当
然
問
題
に
な
る
。
そ
れ
ら
の
関
係
に
つ
い

て
勺
日
．
景
胃
．
ｇ
に
お
い
て
詳
し
く
論
じ
て
い
る
が
、
こ
こ
で

は
感
官
と
ジ
ー
ヴ
ァ
（
ア
ー
ト
マ
ン
）
の
関
係
の
み
を
と
り
あ
げ
る

こ
と
に
し
た
い
・

感
官
が
ジ
ー
ヴ
ァ
と
絶
対
的
に
同
一
で
あ
る
な
ら
ば
、
感
官
が

主
体
に
な
っ
た
り
、
ジ
ー
ヴ
ァ
が
感
官
に
な
る
と
い
う
過
失
に
お

ち
い
る
。
ま
た
感
官
と
ジ
ー
ヴ
ァ
と
が
二
つ
の
ジ
ー
ヴ
ァ
と
な
っ

て
は
た
ら
く
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
に
対
し
て
感
官
が
ジ
ー
ヴ
ァ
と

絶
対
的
に
異
っ
て
い
る
場
合
、
感
官
が
ジ
ー
ヴ
ァ
の
器
官
（
衝
‐

国
橿
）
と
は
な
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
一
方
的
な
立
場
を
離
れ
、

多
方
面
か
ら
事
物
を
観
察
す
る
ジ
ャ
イ
ナ
の
立
場
、
す
な
わ
ち

四
口
の
断
口
国
（
不
定
主
義
）
の
立
場
に
よ
っ
て
そ
の
関
係
を
見
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
述
べ
て
い
る
。

以
上
に
よ
っ
て
感
官
と
ジ
ー
ヴ
ァ
（
ア
ー
ト
マ
ン
）
と
は
絶
対
的

に
異
っ
た
も
の
の
関
係
で
は
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
し

た
が
っ
て
、
ず
ぽ
凶
ぐ
、
↑
‐
白
骨
与
騨
は
、
ジ
ー
ヴ
ァ
（
ア
ー
ト
マ
ン
）

の
は
た
ら
き
と
結
び
つ
い
た
精
神
的
な
、
知
覚
の
中
心
に
な
る
作

用
感
官
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
の
毎
ｇ
巨
（
稚
得
）
と
は
、
ジ
ー
ヴ

ァ
の
も
つ
知
覚
の
は
た
ら
き
を
阻
害
す
る
カ
ル
マ
を
減
し
、
ジ
ー

ヴ
ァ
の
知
覚
能
力
が
獲
得
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
さ
ら
に
目
冒
‐

旨
唱
（
知
覚
す
る
心
）
と
は
ジ
ー
ヴ
ァ
の
特
殊
な
変
形
と
し
て
の
知

覚
す
る
心
で
あ
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
ジ
ー
ヴ
ァ
が
号
蝕
ぐ
制
‐
目
‐

日
噂
騨
（
実
体
感
官
）
を
通
し
て
対
象
を
知
覚
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

さ
ら
に
、
マ
ナ
ス
と
は
す
今
へ
て
の
対
象
を
知
覚
す
る
器
官
で
あ

⑬る
。
し
た
が
っ
て
、
感
官
と
同
じ
よ
う
に
、
骨
四
目
煙
（
実
体
）
と

げ
目
ぐ
四
（
作
用
）
と
に
分
け
る
。
骨
ゆ
く
昌
四
‐
日
沙
口
儲
（
実
体
意
）
と
は
、

実
体
と
し
て
、
形
を
も
っ
た
マ
ナ
ス
と
し
て
の
器
官
で
あ
る
。

ご
目
ぐ
煙
‐
日
四
目
閉
（
作
用
意
）
と
は
、
障
硬
の
カ
ル
マ
を
減
し
、
静
め
る

こ
と
を
本
質
と
す
る
言
菖
巨
（
獲
得
）
と
ジ
ー
ヴ
ァ
（
ア
ー
ト
マ
ン
）

が
対
象
を
知
覚
し
よ
う
と
す
る
あ
る
種
の
は
た
ら
き
と
し
て
の

⑭

息
畠
○
唱
（
知
覚
す
る
心
）
と
に
分
け
る
。

以
上
明
ら
か
に
し
た
認
識
構
造
に
よ
っ
て
、
五
つ
の
感
官
と
意

を
通
し
て
対
象
を
知
覚
し
、
四
ぐ
ぃ
唱
騨
冨
等
の
過
程
を
経
て
直
接

知
覚
が
成
立
す
る
。
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解
脱
に
到
達
し
た
聖
者
は
別
と
し
て
、
わ
れ
わ
れ
の
ジ
ー
ヴ
ァ

（
ア
ー
ト
マ
ン
）
に
は
プ
ド
ガ
ラ
（
物
質
）
と
し
て
の
八
種
の
カ
ル
マ

（
業
）
が
附
着
し
、
ジ
ー
ヴ
ァ
の
本
来
そ
な
え
て
い
る
完
全
な
る
見
、

智
、
力
、
楽
の
は
た
ら
き
を
覆
っ
て
い
る
。
カ
ル
マ
が
輪
廻
転
生

の
原
因
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
の
知
覚
も
カ
ル
マ
に
よ
っ
て
阻
害
さ

れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
ジ
ャ
イ
ナ
の
認
識
論
は
カ
ル
マ
と
の

関
係
を
無
視
し
て
は
論
ず
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
す
で
に
論
じ
て

き
た
目
匡
戸
丘
琶
國
（
最
勝
智
）
と
出
目
ぐ
望
四
ぐ
ゅ
丘
日
涛
四
（
世
間
的
直
接
智
）

と
の
相
違
も
、
要
す
る
に
そ
の
カ
ル
マ
に
あ
る
と
言
え
る
。

＄
白
く
『
ゆ
く
昏
倒
陦
四
の
ず
ぼ
３
四
‐
旨
島
々
四
（
作
用
感
官
）
な
ら
び

に
ご
彦
習
四
‐
日
四
目
閉
（
作
用
マ
ナ
ス
）
に
お
け
る
］
§
Ｑ
亘
（
盤
得
）
と
は
、

］
目
匡
騨
（
智
）
の
は
た
ら
き
を
阻
害
す
る
カ
ル
マ
を
減
し
静
め
る
能

力
を
得
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
で
、
弓
日
」
．
農
司
で
は
、

「
作
用
感
官
は
、
障
礎
の
カ
ル
マ
（
胃
肖
眉
騨
）
と
力
〔
に
関
す
る
〕

妨
害
の
カ
ル
マ
（
畠
ｑ
自
国
Ｈ
劉
騨
）
を
滅
尽
し
、
静
め
る
こ
と
に
よ

っ
て
生
ず
る
」
と
述
寺
へ
、
他
方
■
日
．
湯
農
閉
で
は
、
。
§
Ｑ
亘

と
は
獲
得
で
あ
る
。
〔
そ
れ
は
〕
特
殊
な
、
智
の
障
磯
の
カ
ル
マ

（
司
習
〕
習
閏
四
目
百
局
目
鱒
）
を
滅
尽
し
、
静
め
る
こ
と
を
有
す
る
。
」

と
論
じ
て
い
る
。
「
智
の
障
礒
の
カ
ル
マ
言
目
固
く
閏
四
目
鳥
胃
冒
餌
）
」

四

は
「
障
砺
の
カ
ル
マ
（
習
閏
Ｐ
ｇ
）
」
と
同
一
で
あ
り
、
そ
れ
は
、

ジ
ー
ヴ
ァ
の
本
性
を
阻
害
す
る
カ
ル
マ
の
う
ち
の
］
目
目
ぐ
ゅ
国
‐

昌
冨
（
智
を
覆
う
カ
ル
ご
に
相
当
す
る
と
考
え
て
間
違
い
な
か
ろ

う
。
「
力
に
〔
関
す
る
〕
妨
害
の
カ
ル
マ
言
曇
習
国
風
意
）
」
は
、

阻
害
す
る
カ
ル
マ
の
う
ち
の
ゅ
貝
骨
身
四
（
障
碍
の
カ
ル
マ
）
を
指
す

と
考
え
ら
れ
る
。
四
国
苗
国
冨
に
は
種
々
の
障
碍
の
は
た
ら
き
が

数
え
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
一
つ
に
ジ
ー
ヴ
ァ
の
そ
な
え
る
力
を

⑮

妨
げ
る
は
た
ら
き
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

智
の
障
磯
の
カ
ル
マ
は
、
目
騨
武
（
感
官
智
）
、
吟
自
国
（
聖
典
智
）
、

ゆ
く
且
宮
（
直
観
智
）
、
日
②
冒
農
冨
昌
母
色
（
他
心
智
）
、
冨
く
ゅ
盲
（
完
全

⑯

智
）
の
五
種
を
覆
う
か
ら
、
目
少
＃
く
倒
昏
且
巨
魁
日
四
の
昇
国
で
は
、

そ
の
カ
ル
マ
を
五
種
に
分
け
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
説

は
そ
の
ま
ま
当
て
は
ま
ら
な
い
。
こ
こ
で
は
世
間
的
直
接
智
を
覆

う
カ
ル
マ
を
指
す
と
理
解
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
甘
目
留
胃
四
口
“

（
智
の
障
擬
の
カ
ル
マ
）
を
全
部
減
す
る
必
要
も
な
い
。
冨
巨
宮
は

直
接
知
覚
に
必
要
な
智
を
覆
う
カ
ル
マ
を
減
し
、
さ
ら
に
ジ
ー
ヴ

ァ
の
無
限
な
力
を
妨
害
す
る
カ
ル
マ
を
減
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

ジ
ー
ヴ
ァ
の
持
つ
知
覚
能
力
を
生
じ
さ
せ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
ジ

ー
ヴ
ァ
は
§
葛
○
悪
と
し
て
感
官
と
マ
ナ
ス
を
通
し
て
対
象
を

直
接
知
覚
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
れ
に
対
し
、
解
脱
者
の
一
切
知
と
し
て
の
目
晨
耳
四
（
最
勝
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智
）
に
お
い
て
は
、
「
残
り
な
く
智
の
障
砿
な
ど
の
、
阻
害
す
る

業
（
瞥
弾
時
胃
日
騨
）
の
減
が
あ
る
と
き
：
…
・
」
令
自
虐
巴
．
お
）
と
述

令
へ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
ジ
ー
ヴ
ァ
の
本
性
を
阻
害
す
る
カ
ル
マ

を
全
部
消
滅
し
て
い
る
。
ジ
ー
ヴ
ァ
の
本
性
を
阻
害
し
な
い
カ
ル

マ
（
沙
答
弾
時
胃
日
四
）
、
す
な
わ
ち
ぐ
の
§
ご
ｑ
四
（
苦
楽
の
感
受
を
起
こ

す
カ
ル
ご
、
劇
ｐ
遭
い
（
寿
命
を
決
定
す
る
カ
ル
マ
）
、
３
日
四
（
個
性
を

作
る
カ
ル
己
、
唱
茸
沙
（
種
族
を
決
定
す
る
カ
ル
ご
は
、
そ
の
ま
ま

で
あ
る
。
解
脱
し
た
一
切
知
者
で
あ
ろ
う
と
も
、
こ
の
世
で
生
存

し
、
人
々
に
教
え
を
説
く
た
め
に
は
、
由
瞥
剖
房
胃
昌
四
は
必
要
で

あ
る
。
す
べ
て
の
カ
ル
マ
が
消
滅
す
る
と
き
、
ジ
ー
ヴ
ァ
は
上
昇

す
る
と
伝
統
的
に
説
か
れ
て
い
る
が
、
凋
圃
匿
溢
目
日
四
は
生
存
を

支
え
る
カ
ル
マ
で
あ
る
。

訂①
冒
伊
ご
鳥
智
目
ぐ
臥
Ｐ
含
昌
茸
曽
胃
ロ
．
Ｐ
紺
罰
扇
黒
３
劃
］
．
望

“
４
上

②
弓
日
日
四
国
圏
箇
目
唱
四
口
、
秒
Ｆ
岸

●
哩
坐
角
０
画

③
Ｆ
騨
磐
辱
砂
の
胃
秒
冒
ｒ
Ｑ

ｋ

④
卑
騨
目
四
口
四
＄
目
四
色
目
歸
昌

■
出

。
Ｊ

６
●
・
Ｊ
１
◇
Ｉ

⑤
目
角
耳
ｐ
‐
胃
目
伊
‐
、
閏
昌
民
肖
＄
‐
ロ
ｇ
四
口
ロ
騨
目
冒
四
ロ
四
目
‐
鱒
ぐ
菌
目
‐

く

し

ｒ
‐
Ｆ

色
①
か
ぐ
蝕
員
］
‐
ゆ
く
ご
ゆ
ず
宮
ざ
回
国
ぐ
弓
ゆ
く
四
⑳
画
く
脚
貸
己
四
岸
Ｐ
Ｒ
国
己
吋
①
計
く
い
穴
砂
秒
引
国
．

ｆ

Ｌ

く

く

り
槌
・
．
ｋ
甲

へ
ｚ
ご
脚
ぐ
甲
の
。
斤
国
浸
房
ら

〆
ｋ
ｋ
、

巴
崩
罷
ご
倒
丙
め
ゆ
の
ぐ
Ｐ
ｄ
Ｈ
Ｐ
首
昌
笛
ご
胃
口
ぐ
凰
陣
房
ｐ
Ｈ
騨
寸
ぐ
ぃ
〆
切
四
日
．
へ
ｚ
ぐ
？

◆
。
ｋ
●
”
、
・
肝

●
ａ
、
■
●

。
、
Ｆ
Ｕ
、
◆

／
ｔ

旦
四
‐
ウ
ヶ
脚
や
園
四
）
の
岸
肖
○
昼
ご
屍
ぽ
四
Ｈ
ご
ウ
脚
の
騨
口
の
席
Ｈ
芹
の
①
凰
①
ｍ
や
昌
吟
）

含
色
佇
時
画
丙
印
四
国
】
騨
穴
め
ゅ
罠
巨
ご
Ｈ
色
庁
月
ぐ
○
庁
Ｃ
色
色
く
騨
汁
四
再
］
ｐ
Ｈ
印
計
ぐ
ぃ
岸
釦
閣
試
ロ

ロ
Ｐ

ｔ
卜
－

‐
Ｆ
ｔ
■

Ｐ
丙
吻
倒
但
引
己
Ｑ
国
〕
働
恒
・
・
．
（
弔
吋
鼠
色
課
四
℃
脚
包
伊
さ
ば
脚
塑
国
』
ぐ
旨
賦
口
騨
、
吋
秒
日

⑱
四
口
砂
詳
吋
拝
の
①
国
①
幼
ぐ
巳
．
ぐ
．
田
①
旨
⑳
Ｈ
の
砂
昌
、
謡
）

⑥
言
う
ま
で
も
な
く
、
自
習
樹
四
以
後
、
白
煙
ｑ
農
憩
の
意
味
は
、

単
な
る
「
対
象
の
知
覚
」
と
い
う
意
味
よ
り
も
、
「
分
別
を
離
れ
た

も
の
で
あ
る
」
と
定
義
し
て
い
て
、
そ
の
時
、
そ
の
場
で
の
み
経
験

さ
れ
る
、
い
わ
ゆ
る
自
相
（
い
く
Ｐ
‐
］
鳥
秘
口
騨
）
の
知
覚
に
か
ぎ
ら
れ
て

い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
冒
凹
ご
鳥
租
と
い
う
語
の
語
義
解
釈
は
、

ｚ
『
叫
望
魚
‐
自
己
白
魚
に
よ
る
と
（
目
騨
詐
く
儲
四
目
唱
巴
〕
四
℃
蝕
且
時
似
ｇ

民
四
目
Ｐ
旨
禺
冒
》
や
雪
酌
麗
等
に
引
用
さ
れ
て
い
る
）
鳥
苗
目

鼻
憩
日
胃
四
旨
ぐ
胃
国
国
旨
冒
昌
農
租
日
．
「
各
灸
の
感
官
に
結

び
つ
い
て
お
き
る
か
ら
冒
蝕
ご
烏
笛
で
あ
る
」
と
な
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
語
義
解
釈
は
、
後
世
ま
で
踏
襲
さ
れ
る
が
、
そ
の
よ
う

な
語
義
解
釈
の
み
に
と
ら
わ
れ
な
い
で
買
騨
ｑ
Ｐ
爾
四
を
説
明
し
よ

う
と
す
る
態
度
も
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。

ｇ
〕
肖
日
○
ヰ
目
色
は
目
鼻
曽
爾
煙
を
感
官
に
依
止
す
る
知
覚
で
あ

る
と
解
釈
し
、
こ
れ
だ
け
で
は
充
分
に
佛
教
の
冒
秒
ｑ
農
租
の
内

容
が
伝
え
ら
れ
な
い
の
で
、
冒
幽
ご
騨
膀
四
と
い
う
語
に
対
し
て
出
‐

厨
喫
圃
風
１
裁
習
四
（
直
観
）
と
い
う
言
葉
に
よ
っ
て
説
明
し
よ
う
と

し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
感
官
に
依
止
し
た
知
覚
が
甘
四
ご
農
笛

で
あ
る
と
い
う
の
は
、
こ
と
ば
の
語
義
解
釈
的
な
定
義
を
根
拠
に
し

て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
冒
呉
冒
原
Ｐ
と
い
う
言
葉
の
慣
用
上
か
ら
の

解
釈
で
は
「
対
象
を
直
観
す
る
知
覚
」
で
あ
る
と
定
義
さ
れ
る
、
と
説

明
し
て
い
る
。
（
ｚ
『
身
号
旨
号
国
屏
画
ａ
ご
琶
騨
ゴ
ロ
○
＃
騨
昌
』
８
．
耳

ロ
・
冨
己
く
鯉
口
国
も
認
）
こ
の
解
釈
は
そ
の
ま
ま
旨
○
富
男
胃
品
眉
冨

に
よ
っ
て
受
継
が
れ
て
い
る
。
（
司
凹
砕
号
園
出
ｇ
旨
○
厨
騨
胃
憩
‐

唱
冒
四
』
昌
淵
Ｃ
鳥
ゞ
ご
と
な
お
官
四
ｑ
こ
ぶ
四
の
語
義
解
釈
に
つ
い
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て
は
、
服
部
正
明
博
士
著
目
唱
樹
ゆ
ゞ
○
口
Ｆ
○
名
は
○
ご
ゞ
国
胃
ぐ
伊
己

己
昌
３
国
耳
淳
の
、
叩
ゞ
邑
認
．
弓
．
認
ｌ
弓
に
お
い
て
詳
し
く
論
じ

ら
れ
て
い
る
。

⑦
拙
稿
「
ジ
ャ
イ
ナ
論
理
学
に
お
け
る
嵐
①
ぐ
己
曾
」
（
大
谷
大
学
研
究

年
報
第
二
六
集
）

③
こ
の
部
分
の
和
訳
に
つ
い
て
は
、
京
都
大
学
の
服
部
正
明
博
士
よ

り
種
煮
御
助
言
い
た
だ
い
た
。
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
た
い
。

⑨
目
④
茸
乱
鼻
圖
号
蒟
四
目
儲
興
国
や
自
ら
西
．
拙
稿
「
ジ
ャ
イ
ナ
論

理
学
に
お
け
る
民
①
ぐ
巴
四
」
九
頁
に
３
昌
国
に
つ
い
て
記
し
た
の

で
、
こ
こ
で
は
詳
し
く
言
及
す
る
こ
と
を
省
略
す
る
。

⑩
ぃ
冨
勗
秒
口
四
、
国
閻
国
伊
》
客
３
５
．
８
冨
口
の
』
野
。
甫
画
．
ジ
ャ
イ
ナ
教

、

で
こ
の
よ
う
な
順
序
を
用
い
て
感
官
を
呼
ぶ
の
は
、
ぃ
冒
臥
四
口
Ｐ
は

輪
廻
の
状
態
に
さ
ま
よ
っ
て
い
る
す
簿
へ
て
の
生
類
の
身
体
に
あ
る
か

ら
最
初
に
出
し
、
次
に
３
３
口
騨
以
下
の
順
序
は
、
下
等
な
生
類
に

な
る
に
し
た
が
っ
て
有
し
て
い
る
そ
の
順
序
に
よ
っ
て
示
す
わ
け
で

あ
る
。
す
な
わ
ち
五
つ
の
感
官
を
有
す
る
も
の
は
人
天
等
で
あ
る
。

四
つ
の
そ
れ
を
持
つ
も
の
（
触
覚
、
味
覚
、
嗅
覚
、
視
覚
）
は
最
も

大
き
な
昆
虫
類
で
あ
る
。
三
つ
の
感
官
（
触
覚
、
味
覚
、
嗅
覚
）
を

有
す
る
の
は
小
さ
な
昆
虫
で
あ
り
、
触
覚
と
味
覚
の
二
つ
を
有
す
る

の
は
小
さ
な
虫
と
か
幼
虫
で
あ
る
。
触
覚
の
み
を
有
す
る
生
類
は
、

最
も
原
始
的
な
す
が
た
を
し
た
下
等
の
生
類
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な

順
序
に
よ
っ
て
五
つ
の
感
官
を
な
ら
尋
へ
る
。

⑪
弔
昌
畠
・
］
・
餌

②
喫
目
四
国
：
ロ
四
国
ロ
色
目
四
国
の
①
租
弓
島
品
島
弓
日
」
．
］
・
閉
）

’
１
．
，

．
ｈ
Ｆ
。

⑬
函
Ｈ
ぐ
胃
昏
侭
昌
冒
曾
日
日
煙
旨
息
令
旨
．
の
。
腔
）

⑭
弔
冒
息
．
］
．
ｇ

⑮
目
鼻
可
胃
昏
圏
匡
噌
日
Ｐ
‐
、
昇
国
‐
ｇ
勝
制
昌
昏
四
畳
富
め
①
口
騨
‐

ぬ
凹
昌
ロ
》
の
目
鼻
画
命
呉
ゴ
ロ
①
ご
○
壷
秒
口
・
嗣
画
号
匿
昌
］
四
目
弓
口
の
冨
屏
○
‐

。
②
ロ
胃
⑳
司
ｐ
ｐ
ｑ
の
①
風
①
の
ｚ
○
．
雪
》
認
）
〕
ぐ
員
目
．
に
．

⑯
目
四
洋
ぐ
胃
昏
且
冒
鴨
日
閉
目
国
昌
ロ
②
当
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